
あいサポート
とっとりフォーラム25
開催期間　令和７年１月１０日（金）～１２日（日）
会　　場　米子コンベンションセンター
　　　　　多目的ホール・国際会議室

 “平和と自由への願い”で始まったパリ・パラリンピック!!

“地響き”のような会場の歓声。パリ・パラは世界中の人たちへ命の大切さ、

生きることの素晴らしさを投げかける感動的な大会となりました。

そして、誰もが地球の、世界の主役となり得るはず…と

信じながらも「はて?　今世界は?」…

『とっとりフォーラム25』は様々なメッセージを込め、

世界中すべての人たちにとって、新しい年が平和と自由に

満ち溢れることを祈りながら開催します。

「お正月はとっとりで!」今年は３日間開催でお待ちしています。

『地球を…世界を…変える主人公！』

分科会③
地域福祉を軸に包括的支援体制の整備が進められ、また、障
害福祉の分野では令和９年までに「地域生活拠点等」の整備
が義務付けられた。どちらも地域共生社会を目指して進めら
れる事業である。インクルーシブや共生というならば、包括
的に共生しあって作り上げて行くことが大切なのでは？

C3分科会②
人権意識を高く持ち専門性のある人員配置で行うこ
とが就労支援の現場に求められる。就労選択支援も
始まる今後、ただただ工賃向上に励むだけで良いの
か…。就労支援の様々な実践を聞き、やはり『人を
大切にする現場であること』を再確認したい。

C2

分科会①
【てんかん医療の最新】多くのてんかんのある人たちは発作への不安を抱え暮らしています。市民の皆さんにご理解いただき
社会参加を進めたいと願っています。今回はてんかん全般についての内容とし理解者を増やしたいと企画いたしました。共
生社会実現はみんなにとっても幸せな社会と思います。理解を深めるためわかりやすくお話をいたします。是非聴講ください。
1、てんかんの原因と治療・予後について　前垣義弘
2、てんかんの症状　発作の種類・介助・療育等について　植田俊幸
3、生活　就労　精神的ケア　結婚　出産育児等について　吉岡伸一
※ゲストへの相談のご希望のある方は参加申込用紙に〇印記入してください。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

【若者が気軽に相談できる場所とは？】2019 年 7 月、厚生労働科学研究 MEICIS プロジェクトの一環として、若者に向
けたメンタルヘルスのワンストップ相談窓口 SODA（Support with One-stop care on Demand for Adolescents and 
young adults）は開設されました。病院ではなく、街中で気軽に相談できる窓口は、どのような理念で運営され、具体的
にはどのような支援を受けることができるのか、実際に取り組まれている内野先生からお話しいただき、地域でメンタル
ヘルスを支えることについて深めていきたいと思います。

C1

1 月12 日（日）

I N F O R M A T I O N
1 月10 日（金） 〜 1 月11 日（土）

地域福祉の看板を掲げたフォーラムが始まります！少し立ちどまり、そもそも地域福祉とは何なのか、コーヒーでも飲み
ながら一緒に考えてみたいと思いました。それぞれの立場から、それぞれの役割から、語り合い、共生の在り方を共有し、
明日からのフォーラムへ繋ぎます。盛りだくさんの愉しい３日間にしましょう！

A1

改定後の施行状況、改定検証の動き、今後
の課題等につきお話いただきます。障害福
祉のこれからの方向性、現場に期待するこ
となど大切なお話を聞きます。改定後いち
早く検証を聞くことで次期改定に備えよう。

B2地域社会におけるメンタルヘルスの促進に取り組まれ、ワンストッ
プ早期相談サービスの普及を目指す、東邦大学医学部「社会実装精
神医学講座」を牽引する根本先生から、精神保健医療福祉の変遷に
関連して、リハビリや脱施設化から、早期介入、早期相談・支援の
活動に至った経験などを含めてお話しいただきます。

B1

昨年フォーラムご参加の皆様の要望に応
え再登場していただきました。熱い気持
ちのお二人による対談は時間内に納まら
ない盛り上がりと想定します。その場合
は来年 26 回目に持ち越すこだわり対談
と位置付けています。フォーラム事務局
もインクルージブ社会・教育が当たり前
になるよう毎回テーマにこだわります。
お楽しみに !!

B6 お二人のご退任は福祉界にとって大きな衝撃、打撃、損失です。
旧法から新法へと福祉制度の大変革期・福祉界を二分させるほど
の混乱と激動の中、先頭に立ち地域福祉の推進に大変ご尽力いた
だきました。福祉の歴史に刻まれる功労者へささやかですが敬意
と感謝の気持をお届けしたいと企画いたしました。そして長年こ
のフォーラムを支えていただいております豪華ゲストの方々にお
言葉を頂戴いたします。
フロアの皆様と、とっとりフォーラム実行委員と一緒に心をつな
ぐ感謝のファイナルステージといたします。

B7

労働人口減少、担い手不足等々、じわじわと波動が押してく
る中、地域福祉の未来志向をどう描いていくのか、次世代を
担う若きリーダーたちの理念を聞く。
(写真は昨年５月日南町で開催の「中山間地・まちづくりフォー
ラム」)

B3

山積みの課題を丁寧に検証し理論的
に分かりやすくまとめられた日常必
須のお話を聞かせていただきます。
日本の社会保障の現状と課題を聞き
急を要する緊迫感あるお話は身に迫
るものを感じるでしょう。これから
の「実践」に生かしていただければ
と願います。

B4 1965 年コンゴ民主共和国に生まれる。1993 青年海
外協力隊カウンターパートナーとして福島文化学園に
て洋裁の研修を受ける。ルワンダ帰国直後に内戦勃発。
子供３人連れてコンゴ民主共和国に逃れ難民キャンプ
で日本のアムダの日本人医師の通訳となる。その後、
再度来日し「ルワンダの教育を考える会」設立。以来
命の尊さ、教育の大切さを訴える活動を続けている。
まさしく「愛は地球を救う」実働編です。

B5



多目的ホールエリア （参加無料）  詳しくは別パンフをご覧ください

国際会議室エリア （参加費（資料代）要）

1 月10 日（金） 1 月11 日（土）

1 月11 日（土）

多目的ホール ホワイエ 多目的ホール ホワイエ
9：30～

障がい者アート展
『表現の現在地』開催
〜1/11(土) 16：00

10：00～12：10

バリアフリー映画上映会Ⅰ
『さかなのこ』
(139分)

14：30～16：00

フォーラム前座（カフェトーク）
地域共生社会の実現に向けて
～一緒に(インクルーシブルに)
　つくりませんか①～

報告者

木瀬　亮太
（(社福)もみの木福祉会）

未定（鳥取県障がい福祉課）

浦田　等流
（相談支援センターあかり管理者）
 進行・報告

渡部　真哉
（(特非)あかり広場管理者）      

10：30～ 

【講演会】 『福祉と芸術、
その原点にあるもの』

ゲスト

山上　徹二郎
（映画プロデューサー・㈱シグロ
代表取締役）
 大河内　直之
(東京大学先端科学技術研究
センター特任研究員・バリアフ
リー映画研究会理事長)

進　行

水田　美世
（(特非)あかり広場芸術文化活動担当）

13：50～

上映あいさつ
山上　徹二郎（映画プロデューサー）

14：00～

映画上映『さよなら ほやマン』
(106分)

10：00～15：00

「COOD CREATORS
ワークショップ」
オリジナルトートバッグ作り

9：30～15：30

（物販）
飲食・グッズ販売
☆あかり広場 (お弁当・パン)
☆ふくしの店『浜っ子』 (小物)
☆はまゆう(焼き菓子・小物)
☆セルプひの（焼き菓子・小物）

国際会議室
8：45 受　付

9：15～9：40
【歓迎のご挨拶】
『インクルーシブルなまちづくりをめざして』　伊木　隆司（米子市長）

9：40～10：30

『精神疾患をめぐる保健・医療・福祉の変化－病院から地域、そして早期介入へ』
ゲスト

根本　隆洋（東邦大学医学部社会実装精神医学講座教授・
（一社）SODA理事）

聞き手・コメント

廣江　仁（(社福)養和会理事長）

10：30～10：40 休憩（10分）

10：40～11：40

『行政説明』～報酬改定から一年、今後に向けて～

ゲスト

野村　知司（厚生労働省社会・援護局・障害保健福祉部部長）

11：40～12：30 (昼休憩）

12：30～13：30

『人材の採用・育成・定着を本気で考える』～若き実践者たちのメッセージ～
ゲスト

林　　晃弘 氏（(社福)フラット理事長・千葉県）
西村　洋己 氏（ソーシャルワーカー／ふくしのえんがわ・岡山県）

進　行

古都　賢一 氏（全国社会福祉協議会副会長）

13：35～14：25

『社会保障をめぐる最新情報をここ鳥取で』

ゲスト

鹿沼　均（厚生労働省 前政策統括官）

14：25～14：35 休憩(10分)

14：35～15：25

【記念講演】『ルワンダの悲劇から学んだこと』～命の尊さ、教育と平和の大切さ～

ゲスト

永遠瑠マリールイズ（NPO法人ルワンダの教育を考える会理事長）

15：25～15：35 休憩(10分)

15：35～16：35

【優しき挑戦者対談】『児童期からのインクルーシブ』
ゲスト

源河　真規子（子ども家庭庁審議官）
福岡　寿（日本相談支援専門員協会名誉顧問・長野県）

16：40～18：10

【特別企画】『ありがとう、衛藤晟一先生 !! 山本博司先生!!』

(第一部・講演） ～あとは任せた！ 次世代へのメッセージ～
（第二部・心をつなぐセッション） ～次世代の共生の在り方とは～

衛藤　晟一（参議院議員）
山本　博司（参議院議員）
伊原　和人（厚生労働省事務次官）
平井　伸治（鳥取県知事）

（大喜利大役（進行））

廣江　研（(社福)こうほうえん会長）

18：30～20：30
（レストラン・『ル・ポルト』）
交流会『みんなで愉しく語り合おう！』 事前申し込み ¥6,600

A1INFO

参加費500円
会場でお支払い下さい

B1INFO

B2INFO

B3INFO

B4INFO

B5INFO

B6INFO

B7INFO

分科会 （参加費（資料代）要）

1 月12 日（日）

国際会議室 会議室4 会議室5

（分科会１）
9：00～11：20

精神分野セッション

9：00～10：30
てんかん啓発セミナー

『てんかんと共に生きる
 仲間の社会参加にエールを』

ゲスト

前垣　義弘（鳥取大学医学部脳神経小児科教授）
植田　俊幸（鳥取県精神保健センター精神科医長）
吉岡　伸一（前鳥取大学医学部精神保健学科教授）

10：35～11：20
『若者が気軽に相談できる場所とは？
 － 早期相談・支援窓口SODAの試み』

ゲスト

内野　敬
 （東邦大学医学部社会実装精神医学講座
　助教・(一社)SODA理事)

進　行

廣江　仁（(社福)養和会理事長）

（分科会2）
9：30～11：15

就労支援セッション
『就労支援、それぞれの立場から』
河田　昌和

（(株)RELIFE代表取締役）
大森　一弘

（（特非）杜の家代表・岡山県）

進行・助言

酒井　大介
（(社福)加島友愛会理事長）

（分科会3）
9：30～11：15

『地域共生社会の実現に向けて』
～一緒に(インクルーシブルに)つくりませんか②～

吉澤久美子
（(社福)じりつ・埼葛北地区基幹相談支援
  センター長）
藤井　有紀

（米子市総合相談支援センターえしこに）
松下　福徳

（(社福)もみの木福祉会和おん管理者）

進行・コメント

森安　裕章
(鳥取県ささえあい福祉局孤独・孤立対策課)

11：30 講演（未定）  ※決まり次第、あかり広場HPにて掲載

12：00  終了・撤収

この
講座のみの
参加者は
無料です

C1INFO C2INFO C3INFO

[ 後援 ]  鳥取県・鳥取労働局・米子市・境港市・鳥取市・倉吉市・鳥取県町村会・鳥取県教育委員会・米子市教育委員会・
鳥取県社会福祉協議会・鳥取県共同募金会・鳥取県手をつなぐ育成会・鳥取県知的障害者福祉協会・米子商工会議所・
とっとりコンベンションビューロー・日本てんかん協会鳥取県支部・あいサポート・アートセンター
ＮＨＫ鳥取放送局・ＢＳＳ山陰放送・日本海テレビ・TSK さんいん中央テレビ・中海テレビ放送・新日本海新聞社・
山陰中央新報社・朝日新聞鳥取総局・毎日新聞鳥取支局・読売新聞鳥取支局（順不同・敬称略）

《魚》 門脇悟

《無題》 川上敏郎


